
①
現
実
的
で
妥
当
な
土
地

　

新
庁
舎
建
設
の
候
補
地
に
つ
い

て
、
中
心
市
街
地
か
ら
近
距
離
に

位
置
す
る
10
か
所
以
上
の
土
地
を

抽
出
し
、
①
法
規
制　

②
ア
ク
セ

ス
性
・
利
便
性　

③
災
害
対
策　

防
災
拠
点
と
し
て
の
安
全
性　

④

津
波
避
難
対
策　

⑤
経
済
性
（
イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
）　

⑥
有
利
な
起

債
の
適
用　

⑦
早
期
着
手
の
可
否

⑧
経
済
的
波
及
効
果　

⑨
総
合
評

価
等
の
項
目
で
比
較
検
討
を
重
ね

た
結
果
、
敷
根
民
有
地
が
現
状
に

お
い
て
考
え
ら
れ
る
最
も
妥
当
な

案
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

　

財
政
基
盤
が
脆
弱
な
下
田
市
に

と
っ
て
、
新
庁
舎
建
設
事
業
費
は

重
要
な
問
題
で
す
。
身
の
丈
に
合

っ
た
事
業
費
の
検
討
が
求
め
ら
れ

る
中
、
提
示
し
た
概
算
工
事
費
22

億
５
千
万
円
は
現
段
階
に
お
い
て

工
夫
し
圧
縮
し
た
金
額
で
す
が
、

基
本
計
画
や
基
本
設
計
、
実
施
設

計
の
段
階
で
精
査
吟
味
し
、
更
に

縮
減
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

庁
舎
は
単
独
財
源
に
よ
る
建
設

が
原
則
で
す
が
、
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
等
の
活
用
で
約
10
億
円

が
交
付
税
措
置
さ
れ
ま
す
。
こ
の

有
利
な
起
債
は
時
限
の
制
度
で
す

か
ら
、
こ
の
機
を
逃
す
こ
と
は
大

き
な
財
政
損
失
と
な
り
ま
す
。

　

単
独
財
源
に
よ
る
庁
舎
建
設
は

極
め
て
困
難
な
財
政
状
況
で
あ
り
、

有
利
な
財
政
措
置
が
期
待
で
き
る

現
在
、
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
早

急
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
敷
根
民
有
地
の
優
位
性

　

い
く
つ
か
の
候
補
地
を
比
較
し

た
中
で
、
敷
根
民
有
地
の
優
位
性

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返

し
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

・
中
心
市
街
地
や
伊
豆
急
下
田
駅

　

に
比
較
的
近
く
、
一
定
の
面
積

　

を
確
保
で
き
る
こ
と
。

・
津
波
浸
水
想
定
区
域
外
で
あ
る

　

た
め
財
政
的
に
有
利
な
起
債
が

　

適
用
で
き
る
こ
と
。

・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
か
ら
外
れ

　

て
お
り
、
警
戒
区
域
相
当
の
対

　

応
に
も
比
較
的
軽
微
な
事
業
費

　

で
見
込
め
る
こ
と
。

・
市
道
敷
根
線
を
利
用
す
る
こ
と

　

に
よ
り
、
伊
豆
急
下
田
駅
や
中

　

心
市
街
地
か
ら
徒
歩
圏
内
に
位

　

置
し
、
交
通
弱
者
に
も
対
応
が

　

可
能
な
こ
と
。

・
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
（
仮
）
敷

２
民
主
的
手
続
き
で
決
め
た

敷
根
民
有
地
案

敷根公園

駅舎合築

現在地
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根
イ
ン
タ
ー
に
近
接
し
、
新
た

　

な
ま
ち
の
玄
関
口
と
し
て
重
要

　

な
位
置
を
占
め
、
発
展
性
が
見

　

込
め
る
こ
と
。

・
大
規
模
造
成
や
道
路
整
備
等
が

　

不
要
で
あ
り
、
敷
根
公
園
、
現

　

在
地
、
伊
豆
急
下
田
駅
合
築
の

　

３
案
と
比
較
し
て
事
業
費
が
縮

　

減
で
き
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
、
ベ
ス
ト

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
現
在
考
え
ら

れ
る
最
も
妥
当
な
位
置
で
あ
る
と

判
断
し
、
平
成
26
年
６
月
の
市
議

会
全
員
協
議
会
で
公
表
し
ま
し
た
。

③
市
民
合
意
へ
の
取
組

　

敷
根
地
内
の
民
有
地
を
候
補
地

に
決
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
市

民
合
意
を
得
る
た
め
の
説
明
が
不

足
し
て
い
る
等
の
様
々
な
ご
指
摘

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
民
説
明
会
の
開
催

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
よ

る
ご
意
見
募
集
、
市
政
懇
話
会（
市

内
15
会
場
）
に
お
け
る
説
明
、
各

種
団
体
等
に
対
す
る
個
別
対
応
な

ど
、
約
１
年
半
の
時
間
を
か
け
て

説
明
の
機
会
を
持
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

④
今
後
の
対
応

　

平
成
27
年
12
月
市
議
会
定
例
会

に
提
出
し
た
「
下
田
市
役
所
の
位

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の

議
案
は
、
地
方
自
治
法
第
４
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
多
数
議

決
案
件
で
、
出
席
議
員
13
名
の
３

分
の
２
以
上
の
賛
成
が
必
要
で
し

た
が
、
賛
成
７
、
反
対
６
で
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
災
害
対
応
、
後
年
度

負
担
の
軽
減
、
庁
舎
建
設
を
先
延

ば
し
す
る
こ
と
に
よ
る
二
重
投
資

の
防
止
等
の
現
実
的
な
観
点
か
ら
、

新
庁
舎
の
早
期
建
設
は
避
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
緊
急
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
が
大
き
く
遅
れ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
防
災
拠
点
、

災
害
時
の
司
令
塔
と
し
て
の
最
低

限
の
機
能
確
保
の
た
め
に
、
二
重

投
資
と
な
り
ま
す
が
現
庁
舎
へ
の

非
常
用
自
家
発
電
設
備
の
整
備
や
、

可
能
な
範
囲
内
で
の
耐
震
補
強
も

視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
庁
内
検
討
や
議
会
で

の
議
論
、
市
民
理
解
を
求
め
る
た

め
の
説
明
会
の
開
催
や
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
に
よ
る
意
見
募
集
、
さ
ら
に
、

市
政
懇
話
会
の
開
催
や
各
種
団
体

等
と
の
個
別
の
意
見
交
換
な
ど
、

様
々
な
経
緯
を
た
ど
り
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
庁
舎
は
、
市
民
生
活
の

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
市
政

全
般
に
わ
た
る
行
政
の
拠
点
で
あ

り
、
防
災
拠
点
と
し
て
も
重
要
な

責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
下
で
唯
一
耐
震
化
さ
れ

て
い
な
い
庁
舎
で
あ
る
こ
と
を
直

視
し
、
静
岡
県
下
田
総
合
庁
舎
機

能
の
移
転
と
の
連
動
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
効
率
的
で
機
能
的
な

市
民
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
枢
軸
施
設

と
し
て
、
ま
た
、
地
方
分
権
社
会

に
お
け
る
市
民
と
行
政
と
の
協
働

の
場
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
場

と
し
て
、
新
庁
舎
の
建
設
を
急
ぐ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

12
月
市
議
会
定
例
会
に
お
け
る

市
役
所
の
位
置
に
関
す
る
条
例
改

正
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
日

も
早
く
新
庁
舎
を
建
設
す
る
必
要

性
が
あ
り
ま
す
。

　

位
置
に
関
し
て
は
柔
軟
な
考
え

方
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
防
災
・

教
育
・
医
療
・
福
祉
等
「
暮
ら
す

人
も
訪
れ
る
人
も
快
適
な
ま
ち『
快

国
』
下
田
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
、
市
民
と
行
政
と

の
新
し
い
「
絆
」
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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新
庁
舎
の
未
来
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